
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊陽西小学校だより            令和６年１１月２５日 第２０号 根本 

 菊陽大好き！ 笑顔と自信にあふれ 

   学び合い 支え合い 共に未来を切り拓く 児童の育成 

                                       出会い学び力 つながり考動力 自分磨き力 

第８４回科学展 

～発見！広がる未来～ 
今年もたくさんの子どもたちが熊本県科

学展に応募しました。その中で熊日ジュニア

科学賞を受賞した本校の 4 年生、北島はる

かさんと北島みずきさんの共同作品を紹介

します。 

第１理科室の前には、今年子どもたちが

取り組んだ科学展の作品がいくつも掲示さ

れています。学校にお越しの際は是非ご覧く

ださい。そしてまた来年、多くの子どもたちが

テーマをもって研究に取り組んでくれること

を期待しています。 

 はるかさんとみずきさんは、昆虫図鑑でツ

チィナゴの越冬を知って、本当に成虫のま

ま越冬するのか、室温とフンの量とを関係

づけて調べようと思ったそうです。また、昨

年ショウリョウバッタの脱皮とフンの関係を

調べたので、今年は種類の違うトノサマバ

ッタでも調べたそうです。 

ショウリョウバッタとツチイナゴを比べて、

越冬するか観察し、その際、月の平均気温

とフンの数を関係づけてグラフに表してい

ます。また、トノサマバッタは、脱皮とフンの

関係を昨年と同様に調べました。 

 その結果、成虫のショウリョウバッタは越

冬できないことや、ツチイナゴは成虫で越

冬して、7月まで生き続けることが分かった

など、多くの研究の成果が見られています。 

 素晴らしい研究に感心しました。 


